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新
日
本
婦
人
の
会
や
全
日
本
民

主
医
療
機
関
連
合
会
ら
で
つ
く
る

「
子
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
を
国

に
求
め
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は

２
４
日
、
参
院
議
員
会
館
で
集
会
を

開
き
、
国
の
制
度
と
し
て
１
８
歳
ま

で
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
無
料
化

を
求
め
る
署
名
１
０
万
３
０
２
６

人
分
を
国
会
議
員
に
提
出
し
ま
し

た
。 

 

署
名
は
２
０
２
２
年
１
０
月
か

ら
始
め
た
も
の
で
、
２
５
年
５
月
ま

で
に
１
０
０
万
人
分
の
署
名
提
出

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

集
会
に
は
会
場
と
ウ
ェ
ブ
を
合

  

わ
せ
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
全

国
の
活
動
を
交
流
し
ま
し
た
。
自

治
体
が
行
う
医
療
費
助
成
制
度
を

め
ぐ
っ
て
は
、
対
象
年
齢
を
高
校

卒
業
ま
で
と
す
る
自
治
体
が
、
こ

の
１
０
年
間
で
通
院
が
４
１
（
約

２
％
）
か
ら
８
２
２
（
約
４
７
％
）

に
、
入
院
が
４
３
（
約
２
％
）
か

ら
９
０
０
（
約
５
２
％
）
へ
と
急

速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

所
得
制
限
や
一
部
負
担
の
有
無
な

ど
で
自
治
体
間
に
大
き
な
格
差
が

あ
り
、
参
加
者
は
「
国
の
制
度
を

つ
く
り
、
格
差
解
消
を
」
と
訴
え

ま
し
た
。 

 

日
本
女
医
会
の
前
田
佳
子
会
長

は
「
防
衛
費
を
増
や
す
こ
と
を
決

め
る
前
に
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
だ
っ
た
」

と
発
言
。
太
田
伊
早
子
弁
護
士
は

「
安
心
し
て
子
ど
も
が
医
療
に
か

か
れ
る
権
利
は
、
国
家
と
し
て
保

障
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
の

べ
ま
し
た
。 

 

健
和
会
病
院
小
児
科
の
和
田
浩

医
師
が
「
子
ど
も
の
貧
困
と
医
療

費
」
と
し
て
特
別
報
告
し
、
窓
口

負
担
に
よ
っ
て
受
診
で
き
な
い
貧

「
住
み
よ
い
豊
田
を
創
る

会
」
が
、
５
月
２
７
日
、
新
年
度

予
算
の
学
習
・
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。 

第
１
部
で
は
、
生
涯
学
習
出

前
講
座
と
し
て
、市
財
政
課
か
ら

「
予
算
の
あ
ら
ま
し
」の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

今
年
度
の
主
な
事
業
は
①
こ

ど
も
・
若
者
支
援 

②
生
涯
活
躍

の
応
援 

③
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
推
進 

④
デ
ジ
タ
ル

化
の
加
速 

⑤
安
全
・
安
心
の
確
保 

⑥
ラ
リ
ー
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
で
、
参
加
者
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ど

も
・
若
者
支
援
で
は
、
育
休
退
園
制

度
の
廃
止
の
対
象
、
小
学
３
年
生
の

３
０
人
学
級
の
試
行
実
施
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
ま
た
、「
ラ

リ
ー
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
で
、
５
億
６
，
０
０
０
万
円

の
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
の
質
問

や
、
財
政
調
整
基
金
が
令
和
３
年
度

末
３
２
１
億
円
で
、
他
市
比
較
で

は
、
岡
崎
市
１
３
４
億
円
、
豊
橋
市

は
７
７
億
円
で
あ
り
、
豊
か
な
財
政

を
市
民
の
た
め
に
使
う
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
２
部
で
は
、
始
め
に
根
本
み 

は
る
市
議
か
ら
選
挙
の
報
告
・
市
議 

会
の
報
告
が
あ
り
、「
す
み
よ
い
挙 

母
を
創
る
会
」
か
ら
、
山
ノ
手
公
園 

の
改
修
要
望
の
報
告
、
市
民
運
動
の 

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民 

要
求
の
実
現
、
市
政
改
革
の
取
組
み 

の
ま
と
め
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

困
家
庭
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
語

り
ま
し
た
。 

 

集
会
に
は
日
本
共
産
党
、
立
憲

民
主
党
の
国
会
議
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
か
ら
は
宮
本

徹
衆
院
議
員
、
倉
林
明
子
、
吉
良

よ
し
子
の
両
参
院
議
員
が
出
席
し

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。（5

/
25

 

し

ん
ぶ
ん
赤
旗
よ
り
） 

大軍拡大増税 NO！ 

スタンディング 
6 月 3 日（土） 

午後 1 時 
   豊田市駅西側デッキ 

主催：豊田革新懇 

6 月 9 日（金） 
6 月 23 日（金） 

   午後 6 時～7 時 
集合：豊田市駅西 
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豊
田
み
よ
し
原
水
爆
禁
止
協
議

会
が
、
５
月
３
０
日
、
豊
田
市
に
対

し
、
「
核
兵
器
廃
絶
２
０
２
３
年
あ

い
ち
平
和
行
進
へ
の
協
力
の
要
請
」

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
豊
田
み
よ
し

原
水
協
か
ら
本
村
氏
、
柏
木
氏
、
牧

田
み
よ
し
市
議
、
県
原
水
協
理
事
の

大
村
氏
、
根
本
み
は
る
市
議
が
参
加

し
ま
し
た
。 

内
容
は
、
①
２
０
２
３
年
あ
い
ち

平
和
行
進
の
行
進
団
に
激
励
の
ご

挨
拶
、
賛
同
募
金
の
ご
協
力
、
平
和

い
地
域
づ
く
り
、
特
性
を
生
か

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
す
る
施
策
を
具
体
的

に
す
す
め
て
く
だ
さ
い
、
な
ど

で
す
。 

 

市
は
平
和
行
進
へ
の
協
力

や
、
２
０
２
３
年
世
界
大
会
へ

の
支
持
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
参
加
・
批
准
を
求
め
る
意
見

書
に
は
、
市
民
意
識
の
醸
成
が

条
件
と
後
ろ
向
き
で
す
が
、
政

府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参

加
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
を

決
議
し
た
自
治
体
が
６
５
２
と

３
割
を
超
え
て
お
り
、
早
く
に

過
半
数
と
な
る
状
況
を
重
ん
じ

て
、
豊
田
市
の
早
期
の
判
断
が

迫
ら
れ
ま
す
。 

私
た
ち
の
安
全
を
核
兵
器
に
委

ね
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
本

政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署

名
・
批
准
を
求
め
ま
す
。 

戦
争
か
平
和
か
、
軍
事
対
軍
事
、
核

対
核
の
危
険
な
動
き
が
私
た
ち
の
未

来
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世

界
の
流
れ
は
、
紛
争
の
平
和
解
決
と
核

兵
器
廃
絶
で
す
。
核
兵
器
の
開
発
、
使

用
な
ど
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
禁
止
し
た

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
て
２
年
。

調
印
国
は
ま
も
な
く
国
連
加
盟
国
の

半
数
に
な
り
ま
す
。
被
爆
国
日
本
が
条

約
に
加
わ
れ
ば
、
緊
張
が
高
ま
る
北
東

ア
ジ
ア
に
も
非
核
平
和
の
流
れ
を
作

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

日
本
政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約

に
署
名
・
批
准
を
」
の
声
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
意
見
広
告
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。 

◆法律相談は弁護士が 
 ６月は第２土曜日 

午前 10時～12時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

もとむら伸子 
衆議院議員 

根本みはる 
豊田市会議員 

行
進
の
後
援
宣
伝
を
し
て
く
だ

さ
い
。
②
日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
が
作
成
し
た
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
「
原
爆
と
人
間
」

パ
ネ
ル
の
購
入
、
原
爆
展
の
開
催

を
し
て
く
だ
さ
い
。
③
原
水
爆
禁

止
２
０
２
３
年
世
界
大
会
へ
の

ご
支
持
・
賛
同
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
④
日
本
政
府

に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加

を
求
め
て
く
だ
さ
い
。
⑤
「
黒
い

新聞意見広告 
 
掲 載 時 期： 2023 年 7 月 7日（予定） 

掲載予 定紙： 全国紙 

賛 同 金： 団体・個人１口 1,000円 

（何口でも可） 

申し込み期限： 6月末 

提 唱 団 体： 原水爆禁止日本協議会 

郵便振込口座 

    ００１１０－９－１７８０ 

「原水爆禁止日本協議会」 

雨
」
訴
訟
の
判
決
結
果

に
従
い
、
司
法
と
行
政

の
乖
離
を
な
く
し
て

改
善
す
べ
き
意
見
を

政
府
に
上
げ
て
く
だ

さ
い
。
⑥
非
核
自
治
体

宣
伝
の
未
宣
言
自
治

体
は
、
早
期
に
提
案
し

実
現
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。
⑦
被
爆
体
験
、

戦
争
体
験
を
聞
く
会

の
開
催
、
平
和
教
育
な

ど
、
非
核
・
平
和
行
政

を
推
進
し
て
く
だ
さ

い
。
⑧
自
治
体
と
し

て
、
放
射
線
被
害
の
根

絶
、
原
発
に
依
存
し
な
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